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日本歴史の扉を開いた遺跡を語る 第 4 回 

旧石器時代―群馬県岩宿遺跡― 

まほろん館長 石川 日出志 

【導入】 戦前、日本歴史は縄文時代から始まると考えられていました。ところが 1949 年に岩

宿遺跡が発掘されて、日本列島にも縄文時代以前の人類文化が実在することがわかりました。

旧石器時代文化です。岩宿遺跡の調査の経過や成果がどのようなもので、どのような議論が

あったのかを紹介します。岩宿に始まる旧石器時代文化の理解は，日本列島を舞台とする歴

史を地球規模で考える上でとても重要なことです。 

１．戦前は「日本列島の歴史は縄文時代から」と考えられていた 

（１）戦前は「縄文文化＝先住民の文化」と扱われた． 

・日本歴史の始まりは記紀（日本書紀・古事記）で説かれ，縄文＝石器時代文化は先住民の

文化と教えられた．例えば，1936 年に雑誌『ミネルヴァ』誌で，東西日本で大きな時期差

なく縄文時代から弥生時代へと移行したとみる山内清男に対して，古代史の喜田貞吉が東

北では平安時代まで先住民の縄文文化が残存したと反論して論争に（ミネルヴァ論争）．

・考古学者はおおむね「縄文時代→弥生時代→古墳時代」の変遷を承認し，縄文文化が日本

歴史の始まりとみていた．（例）金関丈夫ほか 1937『日本文化史大系１ 原史文化』誠文堂新光社）

（２）「地山」という語： 無遺物＝人類登場以前の時代の土層，の意． 

・参考： 広辞苑＝②（盛土などに対して）自然の丘陵．その土地本来の山．（①➂略）

・戦前は，黒土（縄文時代以後）を掘り下げてローム層に達すると発掘は終了した．

・1941 年白崎高保： 縄文土器最古の型式「稲荷台式土器」はローム層最上部と黒土の境目

付近から出土する．（重要遺跡を白崎らが調査したために山内が激怒．） 【１】

２．群馬県岩宿遺跡の発掘調査 

（１）相沢忠洋（1926.6.21-1989.5.22）の岩宿遺跡の発見 

・鎌倉生まれ→桐生（土器・石器に出会う）→浅草（帝室博物館守衛数野甚造との出会い）

→応召→復員後桐生へ．赤城山南麓で遺跡を探究．

・1946 年初秋，琴平山と稲荷山間の切通しで石片発見．人工遺物と判断． 【２】

・1949 年 7 月，定型的石器（のち槍先形尖頭器／黒曜石製）発見．

→ 7月 27日芹沢長介（1919.10.21-2006.03.16／当時明大学生）が見て重要と判断，静岡市登

呂遺跡調査中の杉原荘介（1913.12.06-1983.09.01／当時明大助教授）に手紙で情報伝える． 

9 月 8日相沢資料持参し杉原が実見．予備調査のため 9 月 10 日桐生入（越中屋旅館泊）． 

（２）３回にわたる発掘調査で得られた事実 

➀．発掘調査： 【３・９上】

・予備調査（1949 年 9月 11 日～13日），第 1 次調査（1949 年 10 月 2日～10 日）, 第 2次

調査（1950 年 4月 11日～20 日）

・石器の出土層位を逐次確認するために，土層を縦にスライスする発掘法を採る．平面的な
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広がりが示せない点を犠牲にしても層位を重視．遺物が数メートルの範囲内と把握． 

・調査研究報告： 杉原荘介 1956『群馬県岩宿発見の石器文化』明治大学文学研究所 

  邦文 52頁・英文 25頁．欧米の旧石器研究者に寄贈．これをもとに国際研究交流へ． 

  私見：鳥居龍蔵に憧れた杉原が，鳥居に近づけたと感じたのではないか． 

  ➁．調査で得られた事実： 三つの層位から異なる石器群「石器文化」  【４～６】 

   ａ）岩宿Ⅰ石器文化： 頁岩製の大形石器＝hand-axe（握斧）・side scraper（削器）・end 

scraper（掻器）・flakes（剝片）． 

   ｂ）岩宿Ⅱ石器文化： チャート製の小形石器＝side scraper（削器）・end scraper（掻

器）・point（尖頭器）等． 

   ｃ）岩宿Ⅲ石器文化： 黒曜石製の小形石器＝end scraper（掻器）・point（尖頭器）等． 

   ｄ）Ｃ地点： 最上層の黒色土層から稲荷台式土器（当時最古の縄文土器型式）・押型文

土器と石鏃． 

   ＊石器の実測図とその見方＊ 【５・６】 

     スケッチから実測図へ．実測図は石器の形態と製作情報を表現したもの． 

  ➂．調査成果の要点 

   ａ）縄文土器最古の稲荷台式土器の下層で確認された石器文化である＝縄文時代以前． 

   ｂ）石器群にまったく土器・石鏃を伴わない＝無土器文化． 

   ｃ）縄文時代以前に異なる特徴をもつ数段階の石器文化が存在する＝時代が長期間である

ことを示唆． 

   ｄ）関東ローム層中に縄文時代以前の人類文化が存在するという常識を打破した． 

   ｅ）現在の位置づけ： ホモ・サピエンスの出アフリカから全世界への拡散 【８下】 

  ④．調査成果の評価は賛否両論 【７】 

   ・山内清男＝否定： 桐生市千網谷戸遺跡出土土器の分類指導の折に宿舎に怒鳴り込む． 

     → これは近隣の普門寺遺跡の調査情報を根拠とするもの（薗田 1954 参照）． 

   ・山内と並ぶ縄文時代研究の八幡一郎・甲野勇も否定（大塚 2014） 

   ・賛否が併存する辞書（京大『図解考古学辞典』）：小林行雄＝肯定，藤岡謙二郎＝否定的 

   ・しかし，関東・中部の各地（やがて全国）でローム層から土器を伴わない石器群が検出

され，石器の特徴も縄文時代と異なることが明確となり，縄文以前と承認される． 

（３）時代名称論争： 岩宿遺跡など縄文時代以前の石器群は何時代なのか？ 【８中】 

   ａ）先縄文時代： 八幡一郎など．縄文時代以前であることに力点を置く． 

   ｂ）先土器時代： 杉原荘介．旧石器時代とみるが，土器による時代区分名称を採用 

   ｃ）旧石器時代： 芹沢長介など．ヨーロッパと対比． 

   ｄ）無土器新石器時代： 山内清男．旧石器時代ではない． 

（４）岩宿に先立つ旧石器文化の探求＝いずれも達成できなかった 

   ａ）1908 年 N. G. Munro： 神奈川県早川流域で「旧石器」の可能性を主張． 

   ｂ）1917 年 濱田耕作： 大阪府国府（こう）遺跡で旧石器文化を探る調査． 

   ｃ）1931 年 直良信夫： 兵庫県明石市西八木海岸でヒトの腰骨発見（明石原人）． 

   ｄ）1938 年 八幡一郎： 縄文文化以前にシベリア中石器時代文化波及の可能性を主張． 
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（５）現在の眼で見ると 

   ・石器群の典型性： A・B 地点は著しく小規模な遺跡だが，岩宿Ⅰ・Ⅱ石器文化は後期

旧石器時代関東編年の第Ⅰ・Ⅲ期に特徴的な石器群．もしそれらが希薄だったら評価は

なかなか定まらなかったであろう． 【８・９】 

   ・遺跡の理解： 調査当時は西側の谷に向かう遺跡という理解であったが，東側一帯の調

査が進み，むしろ琴平山東裾を南へ流れる小谷の谷頭をめぐる遺跡と理解するように修

正された。 【８・10】 

   ・岩宿遺跡調査の評価： 相沢忠洋による発見と周知，杉原荘介・芹沢長介共同による調

査と分析研究によって達成されたもの． 

    （付）巷間に流布する風評に関するコメント 

 

３．岩宿以後―ごく簡潔に―： より古い石器文化の探求から論争へ，そして・・・ 

  ➀．杉原荘介： 1953 年，青森県金木町藤枝溜池地点を調査 → 前・中期旧石器時代の

石器群の存在に懐疑的となる． 

  ➁．芹沢長介： 1962 年大分県丹生・早水台，栃木県星野などの資料から「前期旧石器時

代」説提唱．1970・71年岩宿 D地点調査． 

   → 1949・50 年にともに岩宿遺跡を調査した杉原と芹沢との間に「前期旧石器」存否論

争が繰り広げられる（1965～1981 年） 

  ➂．1981 年宮城県座散乱木遺跡で芹沢「前期旧石器」とは異なる石器群「検出」．1980～90

年代に宮城県内を中心に多数の同種の石器群検出．前期旧石器」存否論争に終止符． 

  ➃．ところが 2000 年 11月 5日，毎日新聞社が➂を捏造と報道． 

   → 2000 年 12 月から日本考古学協会が「前・中期旧石器問題調査研究特別委員会」を組

織して検証調査．すべて捏造と断定． 

  （＊捏造問題については，あらためて取り上げるべき問題だと考えています．） 

⑤．最近あらためて後期旧石器時代に先行する石器文化の存在が探求され始めた． 

 

【参考文献】 

・相沢忠洋 1969『「岩宿」の発見―幻の旧石器を求めて―』講談社（1973 講談社文庫） 

・岩宿文化資料館 1992（岩宿博物館 2011 改訂版）『岩宿時代 常設展解説図録』 

・江坂輝弥 1951「講座 縄文式文化について―前期―」『歴史評論』12-8 

・大塚初重 2014『歴史を塗り替えた日本列島発掘史』㈱KADOKAWA 

・小野昭ほか 1992（第 5 版 2008）『図解・日本の人類遺跡』東京大学出版会 

・白崎高保 1941「東京稲荷台先史遺跡」『古代文化』12-8 

・杉原荘介 1956『群馬県岩宿発見の石器文化』明治大学文学研究所 

・前・中期旧石器問題調査研究特別委員会（編）2003『前・中期旧石器問題の検証』日本考古学協会 

・薗田芳雄 1954「栃木県足利郡普門寺遺跡」『日本考古学年報２（昭和 24 年度）』（この報文の次頁に杉原荘介

「群馬県新田郡岩宿遺跡」掲載！） 

・堤隆 2011『列島の考古学 旧石器時代』新泉社 

・水野清一・小林行雄（編）1959『図解考古学辞典』創元社 

・明治大学考古学博物館（編・発行）1987『明治大学考古学博物館 展示図録』 
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板橋区稲荷台遺跡の発掘報告 (白崎高保1941 「東京稲荷台先史遺跡」『古代文化』12-8)
*こ の調査報告で提唱する稲荷台式土器が最古の縄文土器型式で,ロ ーム層と黒土層の境界部で出土する.

(1950年 3月 13日作成 )

(江坂輝弥 1951「講座 縄文式文化について一前期一」『歴史評論』12-8)

*稲荷台式が最古の縄丈土器型式.岩宿遺跡第一次調査成果を組み込む。波線にも注目.
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櫂沢忠洋発見資料 (抜粋 )
(実大)

(写真 :『岩宿時代』1992年)実測図 :芹沢長介
(実測図 :『群馬県岩宿発見の石器文化』1956年 )
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(杉原荘介 1950

(明大考古博 1闘7)

(杉源荘介 1956)

|

杉凛荘介1舗6『群馬県岩宿発見の石器文化濃瞬治大学文学部研究機告(考古学)第 1冊,明治大学.

明治大学者苦学博犠館1987『着宿逮鱗J『明治大学考古学博続鑢暴示図録』,8-10頁 .

岩宿遺跡出土石器の写真と実測図 2種 (1).

鵬



ヽ

ヽ
コ
′

′
レ
ロ
ヽ

(杉原荘介 1鶉6)

(明大考古博 1987)

45

(杉原荘介 195紛

(杉原難介 1956)

(杉源荘介 1956)

無
勒
り

(瞬大考古博 1987)

1 0.。 _

C難
杉原荘介1鱗6『群馬果岩宿発見命石器文イ鐵 明治大学文学部研究報告(考古学)第 1冊.襲治大学.

明治大学考古学博物館1987「岩宿遺跡』『瞬治大学考古学博物館展示図輔 8-10買 .

着宿遣跡農土石器籍写難 実測図 2種 (2)
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第

一
回
の
本
調
査
中
の
昭
和
二
十
四
年
十
月
上
旬
の
あ
る
夜
、
宿
合
の
圏
瑞
寺
本
堂
で
、
私
た
ち
十
二
名
の

明
治
大
学
学
生
は
発
掘
さ
れ
た
石
器
や
剥
片
の
整
理
作
業
を
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
、　
一
台
の
オ
ー
ト
三
輪
車
が

到
着
し
、
下
車
し
た
ひ
と
り
の
男
性
が
本
堂
の
ガ
ラ
ス
戸
を
聞
け
た
途
端
、
大
声
で
叫
ん
だ
の
で
あ
る
。
「明
治

の
学
生
請
君
、
こ
ん
な
も
の
は
購
石
総
じ
ゃ
な
い
。
発
掘
を
や
め
て
帰
り
た
ま
え
――
」
「彰
原
書
い
る
か
＝
　
芹

沢
君
い
る
か
――
」
と
い
う
。
ロ
マ
ン
ス
グ
レ
ー
の
ど
こ
の
お
じ
さ
ん
だ
ろ
う
、
い
き
な
り
失
礼
な
こ
と
だ
と
思

つ
て
い
た
ら
、
そ
の
方
が
東
京
大
学
人
類
学
教
室
の
響
名
な
縄
文
文
化
研
究
者
、
曲
内
構
男
先
生
だ
っ
た
．
こ

の
事
件
は
、
東
京
大
学
が
明
治
大
学
に
殴
り
込
み
を
か
け
た
よ
う
な
も
の
と
後
爵
笑
い
話
と
な
っ
た
が
、
着
宿

の
闇
石
器
発
見
と
は
考
古
一学
ザ上
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
な
生
じ
て
い
る
も
の
だ
と
深
く
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

山内清男は否定
(大塚初重2014『 日本列島発掘史』)

いわじゃく一いせき マ筆鑓 岩宿遺鰤
群馬県新熙郡笠骰村爾強美岩宿にある無土灘文化の選

跡。聞東口…ふ覇中から土器をともなわずに石器を出土

する。鐵i穂酢輔て19雑)惑露鯖患粋L癬1総 じめて註麟し,覇清

大学が発糠した。石器を包合す魯鍵は二つあり,上部の
資―ム層(舞I′:左業購)は黄穐色,下部のローム覇(若宿層)
惑暗纏色を墨する。鋼佐美層には簡轟鰺石舗や書麟器瀑t

あり機 犠Ⅱ),鸞 藩に1ま握欝や鹸長蠅 1片石纂書tあっ
た(溝宿 I)。 この勝`1宣的事実総,以後の気上器文化の研

“究
に一つの準とおしをあたえた。 導関東構―ム層が洪職
I量の地購であるというかぎり,これらの石器 :ま洪載世入

l類
の選職である可鵞購性が強い。(彰朦荘介『欝馬桑岩宿発

見の軍蒻難携囀L麟 磯大考鞭 1,覇 31)(小林)

爵ヽんと秦…麟輌ふ…難静二霊女難‡ 関東曹―ム騨
闇策地方の洪積台地ゃ平野周違の量陵地を被職する灘
穐色の機質の経 躊。その浮さ:ま機断によって異なるが
武職轡台地で|ま数熱におよぶ。組成:ま安曲籍や玄武着な
ど新麟の文成鱗であることから,富士,赤城,糠名P掛
体など脚賞爛辺の大曲灰が量により:ま こばれて堆横した
もので,その堆積年代は,灘戦惟から,中機世のiまじめに
rかけてであると考えられている。濤宿還節で|ま上器なと
Iも なわない石器が,冒 …ム麗中に発見されることかい,
I爾本鍮1群石器時十職 物とされるが,I中構潔―ムも存在す

lるねけである。なお,7申機
・繊に1まい機とともに,海違が

すすむが,その海:ま聞鳶曹―ムの台地上に樹校状にくい
いったわけである。曹―ム懸上:ま豊理二利爆上からは無作|

車越地であり,」1臨下水爾は様い。武蔵野奮地の間撻がお
くれたゆえんであるが,響 …ふ繍上の選跡分布とjl塩下ホ
との関係の調査も重要であろう。おそらく魔始人難:‡台
地の経端などに満ぷ点をもとめて住んだと思ゎれる。
(貫糠爽平・機瀬洋 F測点撃―ムと関東平野の第四紀の地
史」科f::き 28-3,曙 33)(藤 |:母 )

岩宿遺務の石器(暑篠
=)

肯定と否定が並ぶ辞典 (水野・ポ林1959『図解考古学辞典』)

栃 本 県 足 澪11郡 警 鋼 寺 遣 跡

争も無文止器が多い。節

tょ認め :据tない。な器ャょ鰺 3層上導か祭も鶏土してい

る。それ
'い

お中:こ錢F諄1凛覇:構ll的なもの (テ ^感 状ヽ 'IIIy

桜状),翼ほ小さい後期購薦器苺護霞な もの (ツ ゃテル

彰
聰
鰤
『魃
陽
・

逮物は縦l驀およが繁露層上半まで1■は,土師 :爾生

式 1カ翼鸞利軍式驚干と議機式多11itと含繊維土器、およ

び:i:亀線文澤 (III璃戸式嶽似)土普:}を包合している。

ぺ
「
/ボアプ,懸鱗轟拭ポププ。竜骨状輩li搬》等があ tlタ

以後め朧文時代喩葛器とは,披灘及むヾ形態におい
‐`
《,

少なか隼ぬ特翼点島ヽ嵐銀される.

爾…ふ質上中における遮物包含状灘の喪際キこついて

は,機生を中心とす為絢徹濃0111職 申嶋圏:こわたデダて試

続摯実施,その結愛‐t地麟め状瀞理はほとんご一織釧 I嬢部

であること,上部P轟 ム賞土から靭入層温達す暮範囲

まで土器鍮包告される事実な確慮す尋ことができた。

《磯麟 鶉雛》

為:

。
近傍の普門寺遺跡では国一ム層か ら土器出土

(『日本考古学年報2(昭和24年度)』。この報文の次頁に杉原の岩宿報告掲載。)

鱚

1軸の包着量がT郁より多く約15cn。

第機層(上層)Ⅲ …ム賃上,ま ったく褐色を最し,

南‐聞策あものと酷似するも70`,職から90cmにわたる醸

=:こ

れ
'1杉

藤良詩晨美態に墓る6
・
舞j態(換入層)‐

・
蔭さ平均 35いヽく

゛
ない,臨 色な

基し:壽部分により機しく硬い(勒 鸞).

舞4層 (下態),一 ム質上:上層とほとんど変りは
なtヽ:その庫さは相当おちらしく

'地

教下ふmc減 迄

撃文61)・ 鈴藤機i■重

地

り,
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考古学詢時代区分 覇人類史 コ地質年代の対比 *新人=ホモ・サピエンス

約 年前

芹沢員介説

杉原荘介説|くダ貯

曲内清男説

本 書
人類文化の
証1:鰹なし

岩宿遺跡戯時代

慧宿li量跡の石器群をめぐる諸説 (石川日出志 2010『農耕社会の成立』)

微
露綱 A糠 雛圏 : 黒朧甕年代区分 実年子竜

彎鰯諄時代

鏑 響 結

霧石 灘畔 斌

中石 購鋳 ξ

亀 新 曇

畿 祟 覇

上糠

中艤

畿麟 申F賠轟筆鶉

中鯰

l∫ ス〆中ぶ経ム爾壌麟
:∫ ス瀧口 :

ミンデ∫難〆憲lス趾氷明
ミンデ∫♭驚爾

覇卜時代 1穏覇朧時代

~ド
11:|、亀

輸入

導壼入

艤入

1翼 入

藪織鸞

繭藤|

ギュレ°アプ ミンデル|::11:|く∫じl
ギュ計 ソ`永購

ドサウ薫購

蓮◎,駆鷺

罐攀,000
忠.⑬ .學◎嚇

慾瘍0,鬱曇蟻

1、心幸⑬澪9攀暑

霞,⑫《震}.額Ю

?1日石器時代

原土器時代 縄文時代

1日石器時代 中石器時代 新石器時代

前期 晩麟 1圏石器時代 縄文時代

現生人類 (ホモ 椰サピニシス)の拡散に関する現在の考え方
(堤隆 2011『列島の考古学 1日石器時代』/海部陽介2005『人類がたどってきた道』剛Kブックスを再編)
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着維礎凱跡 A tt B tt C地 点 と着宿 亜遺跡  (国土地理院地図 :桐生 1/25000に加筆)
調査当時は西側の谷に注目したが.現在は琴平山東側の谷頭をめぐる遺跡とみる。
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田 西之台違跡B地点の1文化覇の連続  東京都小金井市にあるこの遮鏃は,立 lilロ
ーム層の第III層

から籍X層にかけて:i意構・遺物が業中する重診 文化層が連続し,武蔵野台地で発見され
る石器群のほ

とんどをこの一地点で見ることができ碁点で,代表的かつ指糠的な鸞跡である。下層
から順に,チ ョ

ッパー,難轟 石刃状懇ふ ナイツ形石器,細石刃,両薔調整失頭器が展開して
いる。遣構として配

石,礫群がある。

武蔵野台地における後期旧石器時代の多層位li量鋳椰野lli目ほか2008『図解日本の人類:翻癌』第5版).
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